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「
Ｆ
Ｓ
Ｂ
レ
ポ
統
計
の 

日
本
分
集
計
結
果
」
の 

公
表
を
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
一
月
二
十
七
日
に

「
Ｆ
Ｓ
Ｂ
レ
ポ
統
計
の
日
本
分
集
計

結
果
」
の
公
表
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
レ
ポ
」
と
は
、
資
金
と
証
券
を

取
引
の
相
手
方
と
交
換
し
、
一
定
期

間
後
に
返
還
す
る
取
引
の
こ
と
で

す
。
こ
の
統
計
は
、
金
融
危
機
時
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
国
際
的
な
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら

収
集
し
た
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
の

レ
ポ
取
引
の
デ
ー
タ
を
、
市
場
の
透

明
性
を
一
段
と
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
集
計
・
公
表
す
る
も
の
で
す
。

▼
こ
の
統
計
で
は
、
従
来
の
調
査
や

統
計
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
通
貨

別
や
取
引
相
手
の
所
在
地
別
の
情
報

な
ど
を
、
月
次
の
頻
度
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

▼
レ
ポ
取
引
は
、
市
場
に
お
い
て
活

発
な
取
引
を
行
う
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
機
能
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
は
、
こ
の

統
計
の
公
表
が
、
金
融
市
場
の
機
能

能
面
、
技
術
面
で
の
設
計
の
選
択
肢

を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
先
端
的
な

技
術
に
つ
い
て
知
見
を
共
有
し
、
関

連
す
る
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
予
定
で
す
。

「
N
G
F
S
」へ
の
参
加
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
は
、二
〇
一
九
年
十
一
月

に
、NGFS

（N
etw

ork for G
reening  

the Financial S
ystem

）
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。NGFS   

は

気
候
変
動
リ
ス
ク
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、メ
ン
バ
ー
間
で
経
験
を
共
有
し
、

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
中

央
銀
行
・
金
融
監
督
当
局
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。

　

日
本
銀
行
で
は
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
気
候
変
動

リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
を
高
め
、
国

際
的
な
議
論
へ
参
画
し
て
い
き
ま

す
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
金
融
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
九
年

十
一
月
二
十
八
日
に
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
リ
ス
ク
計

測
・
分
析
」
と
題
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
六
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
論
に
詳
し
い
研
究
者
・
実
務
家

の
ほ
か
、
日
本
銀
行
関
係
者
を
含
め

約
七
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
基
調

講
演
に
続
い
て
、
金
融
研
究
所
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
、
三
本
の
研
究
論
文

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
橋
大
学
の
大
橋
和
彦
教
授
に
よ

る
基
調
講
演
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
Ａ
Ｉ
に
関
連
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

研
究
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
新
し
い
デ
ー
タ
、
新

度
や
安
定
性
の
維
持
・
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
日
本
銀

行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
要
中
央
銀
行
に
よ
る 

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の 

活
用
可
能
性
を
評
価
す
る
た
め

の
グ
ル
ー
プ
の
設
立

▼
カ
ナ
ダ
銀
行
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
、
日
本
銀
行
、
欧
州
中
央
銀
行
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ク
ス
バ
ン
ク
、

ス
イ
ス
国
民
銀
行
、
国
際
決
済
銀
行

（
B
I
S
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・

地
域
に
お
い
て
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル

通
貨
の
活
用
可
能
性
の
評
価
に
関
す

る
知
見
を
共
有
す
る
た
め
に
、
グ

ル
ー
プ
を
一
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

▼
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
央
銀
行
デ

ジ
タ
ル
通
貨
の
活
用
の
あ
り
方
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
（
国
境
を
ま
た
ぐ
）

の
相
互
運
用
性
を
含
む
経
済
面
、
機

（
注�

）FSB

（Financial�Stability�Board

：

金
融
安
定
理
事
会
）
は
、
主
要
二
五
カ
国
・

地
域
の
中
央
銀
行
等
が
参
加
し（
二
〇
一
九

年
末
現
在
）、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
へ

の
対
応
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
担
う

当
局
間
の
協
調
の
促
進
に
向
け
た
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開会挨拶を行う関根金融研究所長（左）と基調講演を
行う大橋和彦教授（右）

N
G
F
S

F
S
B

N
G
F
S
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て
注
目
を
集
め
て
い
る
分
散
リ
ス
ク
・

プ
レ
ミ
ア
ム
と
将
来
株
価
収
益
率
の

関
係
を
実
証
・
理
論
の
両
面
で
分
析

し
た
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▼
最
後
の
報
告
で
は
、
企
業
の
倒
産

予
測
を
対
象
と
し
て
、
機
械
学
習
と

人
間
の
予
測
精
度
が
相
違
す
る
要
因

を
、
膨
大
な
個
社
デ
ー
タ
の
分
析
を

通
じ
て
考
察
し
た
研
究
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

▼
各
研
究
報
告
の
後
に
は
、
参
加
者

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
コ
メ
ン
ト
や
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
白
熱
し
た
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
当
日
の
議
事
要
旨
お
よ
び
基
調
講

演
は
、
金
融
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

第
二
一
回
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

▼
金
融
研
究
所
情
報
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
で
は
、

二
〇
一
九
年
十
二
月
九
日
に
、「
暗

号
資
産
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
第
二
一
回
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
技
術
に
関
わ
る
金
融
機
関
関
係

者
や
大
学
な
ど
の
研
究
者
、
暗
号
資

産
（
注
）
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企
業
の
実
務
者
な
ど
、
約

九
〇
名
に
上
り
ま
し
た
。講
演
で
は
、

暗
号
資
産
を
構
成
す
る
技
術
や
そ
れ

ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
最
新

の
研
究
動
向
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

暗
号
資
産
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
学
術
的
な
研
究
成
果
を
実
務
へ
活

用
し
て
い
く
上
で
の
課
題
や
対
応
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
四
名
の
外
部
の

し
い
手
法
、
新
し
い
課
題
と
い
う
三

つ
の
切
り
口
か
ら
、
論
点
整
理
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

▼
金
融
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ

た
一
本
目
の
報
告
で
は
、
解
釈
可
能

な
深
層
学
習
モ
デ
ル
を
株
価
収
益
率

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
（
変
動
性
）
予
測

に
応
用
し
、
そ
の
予
測
精
度
を
伝
統

的
な
モ
デ
ル
と
比
較
し
た
研
究
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

▼
同
二
本
目
の
報
告
で
は
、
不
確
実

性
や
リ
ス
ク
回
避
の
代
理
変
数
と
し

会場の様子（撮影：野瀬勝一）

有
識
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

▼
近
年
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

は
、
暗
号
技
術
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
技
術
が
果
た
す
役
割
が
一
段
と

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
金
融
業
界
が

情
報
化
社
会
に
お
い
て
直
面
す
る
新

た
な
課
題
に
適
切
に
対
処
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
第
一
五
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ 

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
大
会
を
開
催

▼
大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金

融
・
経
済
分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
五
回　

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
に
、
今
回

は
全
国
各
地
の
四
二
校
か
ら
一
〇
四

編
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
一
次
審

査
を
通
過
し
た
五
チ
ー
ム
に
よ
り

（
注�

）
暗
号
資
産
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
電
子
的
に
や
り
と
り
で
き
る
財
産
的
価

値
で
あ
り
、
法
定
通
貨
（
建
て
）
で
は
な

い
も
の
で
す
。
代
表
的
な
暗
号
資
産
と
し

て
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
や
イ
ー
サ
リ
ア
ム
が

あ
り
ま
す
。

職員による研究報告の様子
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二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
三
日
に
決

勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
で
は
、
橋
本
圭
一
郎

氏
（
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
・

専
務
理
事
）、
桜
井
恵
理
子
氏
（
ダ

ウ
・
東
レ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
・
C
E
O
）
の
他
、
日
本
銀
行
の

若わ
か

田た

べ部
昌ま
さ
ず
み澄
副
総
裁
（
審
査
員
長
）、

原
田
泰

ゆ
た
か
・
布
野
幸
利
両
政
策
委
員

会
審
議
委
員
の
五
名
の
審
査
員
を
前

に
、
各
チ
ー
ム
と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

査
員
講
評
お
よ
び
奨
励
賞
論
文
の
要

旨
、
決
勝
大
会
の
模
様
を
収
録
し
た

動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
卒
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
募
集
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
三
月
一
日
か
ら
新

卒
採
用
（
総
合
職
、
特
定
職
、
一
般

職
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
日
本
銀

行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
最
優
秀
賞
に
は
、
東
京
経
済
大
学

経
済
学
部
チ
ー
ム
の
「
大
学
の
大
学

生
に
よ
る
小
学
生
の
た
め
の
学
童
保

育
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

優
秀
賞
に
学
習
院
大
学
経
済
学
部

チ
ー
ム
・
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部

チ
ー
ム
、
敢
闘
賞
に
京
都
大
学
経
済

学
部
チ
ー
ム
・
日
本
大
学
経
済
学
部

チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

決
勝
参
加
チ
ー
ム

の
作
品
全
文
と
審

■今号が発刊される３月下旬といえば、季節は春。
学校は春休みに入り、人も動植物も活動が盛んにな
り始めます。春という言葉から、皆さまは何を連想
されますか。私がまず思い浮かぶのは、正月を新春
というように、「物事の始まり」です。子供のころに
スペイン語、大学生の時にフランス語を少々勉強し
ましたが、春はそれぞれプリマベーラ（Primavera）、
プランタン（Printemps）。ともに、接頭語のプリ（Pri）
は第一を意味します。次に、厳しく辛い冬の次に来
ることから、「抑圧からの解放、自由の到来」の代名
詞でもあります。「ようやくわが家にも春がきた」と
喜ばれますし、世界史的には「プラハの春」などが
有名です。他にも色々とありますが、今回の対談、
インタビュー、そして地域の底力は、それぞれ創造力、
大きな力に立ち向かう人間力、自然災害からの復興
力と、まさに春を象徴する内容だと思います。まも
なく新年度が始まりますが、本誌の記事が少しでも
皆さまのやる気や勇気、そして力添えとなれば幸い
です。 （中川）

決勝進出 5 チームと審査員の皆さん（撮影：野瀬勝一）


